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第2回定例会
（12月議会）
あらまし

第
２
回
定
例
会
（
12
月
議
会
）
は
、
12
月
５
日
か
ら
８

日
ま
で
の
４
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
質
問
に
は
６

名
の
議
員
が
登
壇
。
関
係
人
口
の
拡
大
、
公
金
管
理
運

用
、
公
共
施
設
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
、
学
校
統
合
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
条
例
改
正
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
12
議
案
が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

事　　業　　名 予 算 額

物価高騰緊急支援給付金 4900万円

子育て世帯臨時特別支援金 480万円

介護サービス事業所等
価格高騰対策支援金 320万円

生活困窮者原油価格・物価高騰等
特別対策給付金 457万円

住田チケット「2023＋１」業務委託料 1300万円

学校給食費負担支援事業 288万円

一
般
会
計
補
正
予
算

暮
ら
し・子
育
て
手
厚
く

暮
ら
し・子
育
て
手
厚
く

影
響
の
長
期
化
を
受
け
対
応

町内事業所と住民を対象
「すみチケ2023 ＋１」追加発行

物価高騰対策物価高騰対策にに６事業６事業

※各事業の詳細は３ページをご参照ください。

令
和
５
年
度
住
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
物
価
高
騰

に
対
応
す
る
支
援
と
し
て
「
す
み
チ
ケ
」
の
追
加
発
行
、
非
課

税
世
帯
へ
の
給
付
、
学
校
給
食
費
へ
の
充
当
な
ど
全
６
事
業
を

計
上
。
国
か
ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
、
各

事
業
総
額
は
７
７
４
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

�

住
田
チ
ケ
ッ
ト「
２
０
２
３

＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）」

業
務
委
託
料

�

１
３
０
０
万
円

感
染
症
の
流
行
に
よ
る
影

響
を
受
け
て
い
る
町
内
事
業

者
へ
の
消
費
喚
起
と
住
民
へ

の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、

令
和
６
年
２
月
１
日
よ
り
、

住
田
チ
ケ
ッ
ト
「
２
０
２
３

＋
１
（
プ
ラ
ス
ワ
ン
）」
の

販
売
を
開
始
す
る
。

１
セ
ッ
ト
１
万
５
０
０
０

円
分
（
５
０
０
円
の
商
品
券

30
枚
）
を
１
万
円
で
販
売
。

プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
50
％
。
発

行
数
は
２
１
０
０
セ
ッ
ト
を

予
定
。
１
世
帯
あ
た
り
１

セ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
３
月
上
旬
ご
ろ
ま

で
の
期
間
限
定
で
の
利
用
を

見
込
む
。
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福祉分野に
� 広く助成

�

物
価
高
騰
緊
急
支
援
給

付
金�

４
９
０
０
万
円

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど

に
お
け
る
電
気
・
ガ
ス
・
食

料
品
な
ど
の
価
格
高
騰
分
に

対
し
支
援
す
る
。
１
世
帯
当

た
り
７
万
円
を
給
付
。

生
活
困
窮
者
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
等
特
別
対
策

給
付
金�
４
５
７
万
円

住
民
税
非
課
税
の
高
齢
者

世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
ひ
と

り
親
世
帯
、
生
活
保
護
世
帯

を
対
象
に
灯
油
購
入
費
な
ど

を
助
成
す
る
。
１
世
帯
当
た

り
７
０
０
０
円
と
な
る
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別

支
援
金�

４
８
０
万
円

児
童
手
当
受
給
者
及
び
高

校
生
の
保
護
者
へ
の
物
価
高

に
対
す
る
経
済
的
支
援
と
し

て
、
子
育
て
世
帯
へ
給
付
金

を
支
給
す
る
。 

�

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

価
格
高
騰
対
策
支
援
金

�

３
２
０
万
円

町
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
な
ど
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
価
格
の
高
騰

分
に
対
し
支
援
を
す
る
。

�

学
校
給
食
費
負
担
支
援

事
業�

２
８
８
万
円

食
品
な
ど
の
物
価
高
騰
に

伴
い
、
給
食
費
の
ま
か
な
い

材
料
費
も
増
加
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
給
食
費
を
値
上
げ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

給
食
費
は
据
え
置
き
と
し
、

ま
か
な
い
材
料
費
の
増
額
分

に
交
付
金
を
充
当
す
る
。

基
金
積
立
金

住
田
町
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
基
金

積
立
金
は
、
今
後
何
年
間
歳

入
の
見
通
し
が
あ
る
の
か
。

総
額
で
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

農
山
漁
村
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
法
に
基
づ
い
て
、

「
住
田
遠
野
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー

ム
」
に
よ
る
風
力
発
電
の
収

益
の
一
部
か
ら
資
金
協
力
を

受
け
る
も
の
。
20
年
間
で
、

総
額
は
４
億
８
０
０
０
万
円

と
な
る
。

下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
修

繕
改
築
計
画
策
定
業
務
委
託

料
の
１
５
１
２
万
円
減
額
の

理
由
と
、
今
後
の
修
繕
管
理

な
ど
に
係
る
計
画
は
。

入
札
に
よ
る
事
業
費

確
定
の
た
め
に
減
額

補
正
。
今
後
５
年
間
の
機
械

や
施
設
の
点
検
の
た
め
、
６

年
度
以
降
に
修
繕
や
改
築
を

進
め
る
こ
と
に
な
る
。
予
算

の
平
準
化
を
図
る
た
め
で
あ

り
、
社
会
資
本
総
合
交
付
金

で
１
／
２
の
補
助
を
受
け

る
。空

き
家
バ
ン
ク

空
き
家
・
空
き
地
等

情
報
バ
ン
ク
運
営
業

務
委
託
料
の
減
額
は
。

入
札
者
が
無
く
、
業

務
委
託
が
で
き
な

か
っ
た
。
現
在
は
、
企
画
財

政
課
で
対
応
し
て
い
る
。

問

問

問答

答

答

風
力
発
電
所
「
住
田
遠

野
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム
」
が
、

令
和
５
年
５
月
に
稼
働
。

発
電
所
は
、
遠
野
市
小
友

町
と
住
田
町
下
有
住
の
牧

場
跡
地
や
国
有
林
野
29
ヘ

ク
タ
ー
ル
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。
27
基
の
風
車
に
よ

る
最
大
出
力
は
、
11
万 

３
４
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で

県
内
最
大
級
。
一
基
当
た

り
４
２
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
発
電
量
と
な
る
。
遠
野

市
側
に
17
基
、
住
田
町
側

に
10
基
設
け
ら
れ
た
。

風
力
発
電

△  食材費が値上がりする中、学校給食
費は据え置き

△  町内への波及効果が期待される再生エネル
ギー事業
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適正管理促進の拡充へ

町
民
の
声

地
域
の
空
き
家
の
多
さ

に
驚
い
て
い
る
。
交
流
人

口
対
策
と
併
せ
、
空
き
家

利
用
を
考
え
て
ほ
し
い
。

 
佐さ

さ

き
々
木　
慶け

い
逸い

ち�

さ
ん

�
（
上
有
住
字
八
日
町
）

条例改正

～
住
民
税
務
課
を
設
置
～

町
組
織
の
再
編

適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
空
き
家
等
に
対
す
る

処
置
の
拡
充
が
目
的
。
空
き

家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
特

別
処
置
法
の
一
部
改
正
で
、

「
管
理
不
全
空
家
等
」
が
追

加
さ
れ
た
。

放
置
す
れ
ば
特
定
空
き
家

等
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
空
き

家
等
を
「
管
理
不
全
空
家

等
」
と
し
て
、
町
長
が
、
助

言
や
指
導
、
勧
告
を
行
う
。

条
例
制
定
の
目
的
が

ど
の
よ
う
に
生
か
さ

れ
て
い
る
か
。
住
民
な
ど
か

ら
の
意
見
や
相
談
の
状
況

は
。

町
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
に
即

応
で
き
、
重
要
な
行
政
課
題

解
決
に
対
応
す
る
た
め
の
改

正
と
な
る
。

町
民
生
活
課
と
税
務
課
を

統
合
し
「
住
民
税
務
課
」
と

す
る
。
農
政
課
の
名
称
は
、

「
農
政
商
工
課
」
と
す
る
。

町
の
組
織
再
編
は
、
平
成

27
年
以
来
と
な
る
。

「
住
民
税
務
課
」
で
は
、

町
民
生
活
課
で
行
っ
て
い
る

国
保
医
療
や
戸
籍
、
公
共
交

通
、
環
境
に
関
す
る
業
務
と

税
金
関
係
を
統
合
す
る
こ
と

で
、
窓
口
一
本
化
に
よ
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
繁
忙
期

の
対
応
を
図
る
。
施
行
は
、

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
と

な
る
。

町
民
の
声

組
織
体
制
の
見
直
し

で
、
一
層
の
活
性
化
と
福

祉
向
上
を
期
待
し
ま
す
。

�

佐さ

藤と
う　
清き

よ
司し�

さ
ん

�

（
世
田
米
字
川
向
）

そ
の
他
の
条
例
改
正

〇�

一
般
職
・
特
別
職
・
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
な

ど
に
関
す
る
条
例
改
正

〇�

住
田
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
改
正

課
題
に
即
応
の
体
制

�

瀧
本
　
正
德�

議
員

少
子
高
齢
化
の
進
む
町

の
課
題
に
即
応
す
る
た
め

の
組
織
体
制
の
見
直
し
と

捉
え
る
。
住
民
ニ
ー
ズ
に

役
場
一
丸
で
応
え
る
組
織

と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

賛
成
討
論

～管理不全空き家を新規定～

５
件
の
連
絡
が
あ
る
。

今
後
も
調
査
を
進
め
、

空
家
等
対
策
協
議
会
と
連
絡

調
整
を
図
り
、
状
況
に
応
じ

対
応
す
る
。

問

答

町民生活課
住民税務課

税　務　課

農　政　課　 農政商工課

△  不動産価値を低下させ景観を損なう空き
家問題
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鳥獣対策、公共施設整備鳥獣対策、公共施設整備
事務の電子化などで議論事務の電子化などで議論

６
人
の
議
員
が
質
問ページ 質��問��者

（登壇順） 質問項目

６ 荻
おぎ
原
わら
　　勝

まさる ①交流人口・関係人口の拡大
②文化・観光資源と広域化

７ 村
むら
上
かみ
　　薫

かおる ①財務会計事務の電子化
②行政事務の包括業務委託
③公金の管理運用

８ 金
きん
野
の
　千

ち づ
津 ①公共施設のアクセシビリティ（利便性）

９ 瀧
たき
本
もと
　正
まさ
德
のり ①持続可能な「こぢんまりな町づくり」

②鳥獣被害対策強化について

１０ 林
はやし
﨑
ざき
　幸
さち
正
まさ

①中学校の統合

１１ 水
みず
野
の
　正
まさ
勝
かつ ①耕作放棄地の解消と鳥獣被害対策

② 仕事と学び複合施設「イコウェルすみた」
の現状と展望

　

一
般
質
問
は
、
議
員
が
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
、
施
策

執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、
疑
問
点
を
た
だ
し

ま
す
。
質
問
方
法
は
、
１
回
目
は
一
括
し
て
質
問
し
ま
す
が
、

２
回
目
以
降
は
一
問
ず
つ
質
問
す
る
一
問
一
答
方
式
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
持
ち
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
て
60
分
で
す
。

　全文記録（議事録）は、役場庁舎２階の総務課と町のホームペー
ジで閲覧できます。
　（ＱＲコードで議会ホームページへ直接進むことができます）

12月議会

町
の
考
え
を
問
う

一般質問一般質問

▼QRコード
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議員のつぶやき

△  11月23日に上有住で開催された砂金採
り体験では町内外から約30人が参加

問	

史
跡
へ
の
付
加
価
値
を

答	

一
体
的
に
広
く
紹
介

問 
「
ふ
る
さ
と
住
田
会
の

集
い
」
に
お
け
る
首
都
圏
の

若
者
の
参
加
に
、
町
と
し
て

も
積
極
的
に
協
力
す
べ
き
。

答 

町
長

若
者
を
含
む
参
加
者
の
増

加
は
、
役
員
会
で
議
論
し
て

い
る
。
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
今
回
の
集
い
参
加
者

で
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
の

住
所
を
支
部
単
位
で
活
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
。
同
窓
会

や
歳
祝
い
な
ど
に
首
都
圏
か

ら
参
加
さ
れ
る
方
か
ら
同
意

を
得
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん

で
い
く
。
今
後
と
も
、
会
員

及
び
集
い
参
加
者
の
増
加
に

向
け
て
、
町
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
。

問 

特
色
あ
る
「
産
金
の
歴

史
」
を
保
有
し
て
い
る
気
仙

３
市
町
の
関
係
を
深
め
合
い
、

高
め
る
取
り
組
み
を
す
べ
き
。

答 

町
長

三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
中
で
、
大
船
渡
市

は
今
出
山
金
山
跡
、
陸
前
高

田
市
で
は
玉
山
金
山
跡
、
住

田
町
で
は
気
仙
川
の
砂
金
採

り
体
験
を
紹
介
し
て
い
る
。

問 

住
田
会
役
員
な
ど
を
当

町
側
に
案
内
し
、
交
流
を
よ

り
双
方
向
に
す
べ
き
で
は
。

答 

町
長

役
員
の
多
く
が
「
す
み
た

大
好
き
大
使
」
で
あ
り
、
広

報
誌
と
と
も
に
町
内
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情

報
を
知
ら
せ
、
知
人
へ
の
周

知
や
自
主
的
な
交
流
参
加
を

促
し
て
い
る
。
役
員
会
を
中

心
に
、
町
と
し
て
で
き
る
部

分
は
協
力
し
な
が
ら
、
今
後

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

「
ふ
る
さ
と
住
田
会
の
集

い
」
は
、
本
町
の
産
業
振
興

の
ヒ
ン
ト
を
得
る
重
要
な
機

会
で
あ
る
。
町
内
で
活
動
す

る
方
の
多
く
が
参
加
で
き
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

気
仙
地
域
の
ジ
オ
パ
ー
ク

の
保
全
・
活
用
の
一
体
的
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め

「
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
け
せ
ん

地
域
協
議
会
」
が
平
成
30
年

８
月
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。

「
産
金
の
歴
史
」
に
係
る
地

域
資
源
も
、
こ
の
協
議
会
を

中
心
に
意
見
交
換
や
情
報
共

有
を
図
り
、
観
光
振
興
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問 

県
内
３
つ
の
世
界
遺
産

と
同
類
の
価
値
が
あ
る
重
要

史
跡
が
、
気
仙
３
市
町
に
も

あ
る
。
地
質
学
な
ど
の
付
加

価
値
を
付
け
、
歴
史
旅
行
や

教
育
旅
行
に
つ
な
げ
て
は
。

答 

教
育
長

大
船
渡
市
の
縄
文
貝
塚

群
、
陸
前
高
田
市
の
玉
山
金

山
跡
、
住
田
町
の
栗
木
鉄
山

跡
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
貴
重
で

魅
力
的
な
史
跡
で
あ
り
、
一

体
的
に
外
部
に
紹
介
す
る
こ

と
は
効
果
的
と
考
え
る
。
栗

木
鉄
山
跡
で
は
、
年
度
内
に
、

国
指
定
の
際
に
ご
指
導
を
い

た
だ
い
た
専
門
家
10
名
に
よ
る

「
栗
木
鉄
山
跡
整
備
検
討
委

員
会
」
を
開
催
す
る
。
広
域

連
携
及
び
ジ
オ
パ
ー
ク
な
ど

の
付
加
価
値
を
付
け
、
歴
史

旅
行
や
教
育
旅
行
に
つ
な
が

る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た
い
。

問	住田会集いの参加増は
答 	会の活動に今後も協力

　東京で開催されて
きた「ふるさと住田
会」は次回で20回目。
記念の機会にしたい
ですね。

荻
おぎ

原
わら

　　勝
まさる

 議員
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議員のつぶやき

△  役場の倉庫として利用されている建物には、保
管スペースなどの課題がある

問	包括業務委託の検討を
答 	必要に応じて選択

問 

陸
前
高
田
市
で
は
、
民

間
企
業
と
の
行
政
事
務
の
包

括
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。答 

町
長

人
口
減
少
に
伴
う
財
政
の

悪
化
に
対
応
す
る
中
・
長
期

的
な
人
件
費
の
削
減
を
図
る

た
め
、
費
用
対
効
果
に
基
づ

く
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
、
必

要
に
応
じ
た
選
択
を
し
な
が

ら
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可

能
性
を
高
め
て
い
く
。

問 

総
務
省
か
ら
Ｄ
Ｘ
（
デ

ジ
タ
ル
変
革
）
推
進
計
画
第

２
版
が
提
示
さ
れ
た
。
施
策

実
現
に
は
「
電
子
決
裁
・
電

子
文
書
管
理
」
が
必
要
と
な

る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

答 

町
長

財
務
会
計
事
務
の
シ
ス
テ

ム
は
導
入
し
て
い
る
が
、
決

裁
文
書
を
含
め
た
文
書
管
理

は
、
基
本
的
に
紙
で
行
っ
て

い
る
。

問 

※
証し

ょ
う
ひ
ょ
う憑
書
類
と
し
て
年

間
何
枚
保
管
し
て
い
る
の
か
。

答 
総
務
課
長

契
約
書
な
ど
約
３
万
枚
。

問 

課
題
と
導
入
の
考
え
は
。

答 

町
長

課
題
は
、
決
裁
や
回
覧
文

書
の
効
率
化
、
担
当
者
不
在

時
の
案
件
処
理
、
文
書
の
適

正
管
理
、
紙
文
書
の
保
管
場

所
確
保
な
ど
が
あ
る
。

財
務
会
計
事
務
を
含
め
た

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス

テ
ム
は
、
有
効
な
手
段
の
一

つ
と
捉
え
て
い
る
。
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
導
入
を
し
た
い
。

問 

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
導

入
の
考
え
は
ど
う
か
。

答 

町
長

入
札
契
約
関
連
事
務
の
効

率
化
、
迅
速
化
を
目
的
と
し

て
、
令
和
７
年
度
、
８
年
度

の
町
営
建
設
工
事
指
名
競
争

入
札
参
加
資
格
申
請
書
受
付

時
点
か
ら
電
子
入
札
シ
ス
テ

ム
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進

め
る
。

※
証し
ょ
う
ひ
ょ
う憑

書
類
と
は

　
取
引
の
事
実
を
証
明
す

る
証
拠
と
な
る
書
類
。

基
金
運
用
の
現
状
は

問 

令
和
５
年
５
月
3１
日
現

在
の
基
金
残
高
は
合
計
約

62
億
３
０
０
０
万
円
。
他
自

治
体
で
は
収
入
確
保
と
社
会

貢
献
の
両
立
を
見
据
え
※
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
債
の
購
入
な
ど
投
資

が
本
格
化
し
て
い
る
。
基
金

運
用
の
現
状
は
ど
う
か
。

答 

町
長

「
資
金
管
理
運
用
方
針
」

を
策
定
し
、
債
権
及
び
定
期

預
金
に
よ
り
運
用
し
て
い

る
。

　電子決裁・文書管
理は時代の流れ。
　無駄を無くし、行
政サービスの向上を
期待したい。

問	
電
子
決
裁
の
導
入
は

答	
有
効
な
手
段
の
一
つ

村
むら

上
かみ

　　薫
かおる

 議員

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
と
は

　
持
続
可
能
な
開
発
目
標

に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
る

債
権
。
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議員のつぶやき

△  トイレなどの不具合箇所が目立つ農林会館、
生活改善センターなど役場周辺の公共施設

△ 図書室は町の文化的指標

問 
老
朽
化
の
た
め
建
替
え

も
検
討
さ
れ
て
い
る
庁
舎
周

辺
施
設
整
備
計
画
の
進
捗
状

況
と
今
後
の
予
定
は
。

答 

町
長

庁
舎
周
辺
の
施
設
整
備
は

平
成
24
年
３
月
に
策
定
し
た

役
場
庁
舎
建
設
基
本
計
画
に

周
辺
施
設
の
方
向
性
を
明
記

し
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
中
・
長
期
的
な

財
政
負
担
状
況
を
明
確
に
し

適
切
な
整
備
時
期
を
判
断
し

た
い
。
人
口
減
少
に
よ
る
利

用
率
の
減
少
な
ど
の
課
題
を

解
決
し
な
が
ら
整
備
計
画
案

の
作
成
に
取
り
組
む
こ
と
も

必
要
と
考
え
る
。

答 

町
長

公
共
施
設
は
、
住
民
の
利

用
し
や
す
さ
が
大
切
だ
と
捉

え
て
い
る
。
町
の
公
共
施
設

は
、
昭
和
年
代
に
建
築
さ
れ

た
も
の
が
多
く
、
施
設
・
設

備
機
器
の
経
年
劣
化
が
生
じ

て
お
り
、
必
要
な
修
繕
を
行

い
な
が
ら
、
施
設
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
る
。

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
な
ど

の
改
修
は
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
及
び
公
共
施
設

個
別
計
画
に
基
づ
き
改
修
の

必
要
性
や
施
設
の
耐
用
年
数

に
鑑
み
、
進
め
て
い
き
た
い
。

問 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

農
林
会
館
、
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
は
洋
式
ト
イ
レ
が
少

な
く
、
使
用
で
き
な
い
ト
イ

レ
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
住

民
の
利
便
性
を
考
え
早
急
な

対
応
が
望
ま
れ
る
が
、
今
後

の
改
修
・
修
繕
の
計
画
は
。

魅
力
あ
る
図
書
室
を

問 

読
書
離
れ
が
心
配
さ
れ

る
中
、
図
書
室
を
多
く
の
住

民
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
は
魅
力
的
な
図
書
室
づ
く

り
は
欠
か
せ
な
い
。
中
央
公

民
館
に
お
け
る
図
書
室
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
を
進

め
て
い
く
の
か
。

答 

教
育
長

図
書
室
の
運
営
は
、
中
央

公
民
館
図
書
室
の
図
書
選
定

会
議
な
ど
を
開
催
し
、
様
々

な
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を

承
っ
て
い
る
。
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ど
ん
ど
こ
」

や
図
書
館
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
「
ま
～
ぶ
る
」
の
方
々

の
意
見
も
参
考
に
運
営
を
し

て
い
る
。
図
書
室
の
あ
る
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
経
年

劣
化
に
よ
る
電
気
や
水
道
な

ど
の
不
具
合
が
散
見
さ
れ
、

エ
ア
コ
ン
も
設
置
さ
れ
て
い

な
い
。
特
に
夏
の
利
用
に
は

課
題
が
あ
る
。

以
前
よ
り
新
築
や
改
修
な

ど
を
求
め
る
声
は
寄
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
図
書
館
の
建
築

に
は
、
役
場
周
辺
整
備
と
の

調
整
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。町

民
、
有
識
者
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
協
議

を
し
て
い
き
た
い
。

　計画性をもって取り
組む姿勢と、十分な
説明が、住民の理解
につながるのでは･･･。

問	公共施設のトイレ改修は
答 	改修の必要性を認識

金
きん

野
の

　千
ち

津
づ

 議員
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議員のつぶやき

問 

少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
が
進
み
、
社
会
が
縮
小
傾

向
に
あ
る
。
縮
小
社
会
が
も

た
ら
す
施
策
へ
の
影
響
や
行

政
サ
ー
ビ
ス
変
化
は
。

答 

町
長

人
口
減
少
は
財
政
的
に
は

厳
し
く
な
る
が
、
町
内
各
地

や
広
域
で
の
連
携
を
密
に

し
、
生
活
機
能
や
住
民
サ
ー

ビ
ス
維
持
向
上
を
図
る
。

　問 

町
民
と
協
働
し
地
域
を

つ
く
る
職
員
の
具
現
策
は
。

答 
町
長

職
員
が
地
域
や
町
づ
く
り

に
参
画
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
。
若
手
職
員
の
小
さ
な

拠
点
で
の
派
遣
研
修
を
計
画

し
た
い
。

問 

共
生
の
ま
ち
づ
く
り
は

「
み
ん
な
で
」
の
参
加
姿
勢

が
大
切
。
連
携
と
町
民
意
識

醸
成
策
は
。

答 

教
育
長

生
活
を
支
え
る
新
し
い
地

域
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を

図
る
。
従
来
の
習
慣
や
枠
組

み
に
捕
ら
わ
れ
ず
外
部
人
材

や
意
見
を
取
り
入
れ
、
意
識

の
醸
成
と
改
革
を
進
め
る
。

問 

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
「
こ
ぢ
ん
ま
り
」
の
町

づ
く
り
で
展
開
す
べ
き
。

答 
町
長

現
在
、
小
さ
な
拠
点
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。
持
続

可
能
な
町
と
す
べ
き
関
連
施

策
は
、
次
期
総
合
計
画
に
方

向
性
を
明
記
し
た
い
。

問 

ニ
ホ
ン
ジ
カ
・
サ
ル
・

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
な
ど
の
獣

被
害
は
深
刻
な
不
安
課
題
で

あ
る
。
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の

町
行
政
の
関
わ
り
方
は
。

答 

町
長

町
で
は
個
体
群
管
理
、
侵

入
防
止
対
策
、
生
息
環
境
管

理
の
３
本
柱
を
基
本
と
し
て

い
る
。
行
政
と
地
域
が
一
体

と
な
り
取
り
組
む
。

問 

実
施
隊
（
猟
友
会
）
や

被
害
防
止
施
設
な
ど
の
関
係

予
算
の
充
実
を
図
る
べ
き
。

答 

町
長

経
費
の
見
直
し
を
含
め
、

一
層
の
支
援
策
の
充
実
を
図

り
た
い
。

問 

今
後
ま
す
ま
す
深
刻
化

が
予
想
さ
れ
る
鳥
獣
被
害
対

策
の
、
総
合
的
な
対
策
部
署

を
設
置
し
、
職
員
配
置
で
対

応
す
べ
き
。

答 

町
長

農
政
課
と
林
政
課
が
被
害

状
況
や
課
題
を
共
有
し
必
要

な
対
策
を
講
ず
る
。

△  シカ・イノシシ・サルなど広範な対策に設置された
防護網

　住民の不安解消は
私たちの責務だ。

問	サル・イノシシ対策強化を
答 	行政と地域一体で取り組む

瀧
たき

本
もと

　正
まさ

德
のり

 議員

問	
協
働
の
地
域
づ
く
り
は

答	
小
さ
な
拠
点
で
若
手
職
員
研
修
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議員のつぶやき

△  「教育支援センター」として活用を進める有
住中学校校舎

問 
令
和
６
年
度
か
ら
中
学

校
が
１
校
に
統
合
さ
れ
る
。

廃
校
と
な
る
有
住
中
学
校
の

建
物
や
土
地
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。

答 

教
育
長

有
住
中
学
校
校
舎
は
建
築

か
ら
51
年
、
体
育
館
は
50
年

が
経
過
し
、
今
後
の
長
期
間

の
使
用
は
困
難
で
あ
る
。

解
体
に
は
多
額
の
費
用
が

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当

面
は
校
舎
を
教
育
関
連
施
設

と
し
た
い
。
様
々
な
理
由
で

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な

い
児
童
生
徒
の
た
め
、
専
門

の
職
員
に
よ
る
学
習
指
導
や

面
談
な
ど
を
通
じ
、
再
び
学

籍
を
有
す
る
学
校
へ
の
通
学

を
支
援
す
る
「
教
育
支
援
セ

ン
タ
ー
」
の
設
置
準
備
を
進

問 

定
数
割
れ
し
て
い
る
住

田
高
校
の
存
続
と
住
田
中
学

校
と
の
関
連
は
ど
う
か
。

答 

教
育
長

統
合
す
る
中
学
校
と
住
田

高
校
で
は
、
校
種
及
び
設
置

者
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
校

舎
や
校
庭
な
ど
の
施
設
面
の

利
用
に
関
し
て
は
困
難
な
点

が
あ
る
。

め
て
い
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
及

び
体
育
館
は
、
社
会
体
育
関

連
で
活
用
を
図
る
。

問 

当
面
は
世
田
米
中
学
校

の
校
舎
を
使
う
こ
と
に
な
る

が
、
将
来
的
に
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

答 
教
育
長

世
田
米
中
学
校
校
舎
は
、

昭
和
59
年
の
建
築
か
ら
39
年

が
経
過
し
て
い
る
。
耐
用
年

数
な
ど
を
考
慮
し
、
今
後
10

年
間
程
度
は
校
舎
と
し
て
利

用
す
る
計
画
で
あ
る
。

そ
の
後
は
、
今
後
の
生
徒

数
の
推
移
や
通
学
が
広
範
囲

と
な
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

住
田
高
校
は
、
町
、
教
育

委
員
会
が
一
丸
と
な
り
、
魅

力
化
向
上
を
進
め
て
い
る
。

中
学
校
に
住
田
高
校
の
良
さ

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

入
学
生
の
確
保
を
図
り
住
田

高
校
の
存
続
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
町
づ
く
り
大
会
で
は

住
田
高
校
魅
力
化
推
進
事
業

の
事
例
を
発
表
し
町
民
に
広

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
県

外
の
生
徒
を
受
け
入
れ
る

「
い
わ
て
留
学
」
の
活
用
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

住
田
高
校
と
中
学
校
は
、

文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
学

校
指
定
に
お
け
る
地
域
創
造

学
の
取
り
組
み
を
通
し
て
連

携
し
て
い
る
。

今
後
と
も
中
学
生
の
進
学

先
と
し
て
選
択
し
う
る
高
校

と
し
て
、
魅
力
化
向
上
の
支

援
を
継
続
し
て
い
く
。

問 

住
田
高
校
の
生
徒
募
集

に
向
け
た
対
応
は
。

答 

教
育
長

住
田
高
校
で
は
、
令
和
６

年
度
も
入
学
生
を
募
集
す

る
。
管
内
中
学
校
の
教
職

員
、
生
徒
及
び
保
護
者
に
周

知
し
て
い
る
。

問	

住
高
と
新
中
学
校
舎
の
関
連
は

答	

設
置
者
が
異
な
り
利
用
は
困
難

将来を見据えた
 施策を望む。

問	どう活用 有住中跡地
答 	教育支援センターを設置

林
はやし

﨑
ざき

　幸
さち

正
まさ

 議員
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議員のつぶやき

問 

担
い
手
農
家
へ
の
農
地

集
約
や
耕
作
放
棄
地
の
解
消

に
係
る
取
り
組
み
の
現
状
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答 

町
長

町
内
19
の
「
地
域
農
業
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
人
・
農
地

プ
ラ
ン
）」
を
作
成
し
、
農

地
の
利
用
集
積
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
制
度
や
多
面

的
機
能
支
払
制
度
の
活
用
に

よ
り
、
農
地
の
維
持
・
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

※
農
地
中
間
管
理
事
業
を

推
進
す
る
中
で
、
地
域
や
意

欲
あ
る
就
農
者
と
の
話
し
合

い
を
重
ね
な
が
ら
、
目
指
す

べ
き
将
来
の
農
地
利
用
の
姿

と
な
る
目
標
地
図
な
ど
を
盛

り
込
ん
だ
地
域
計
画
の
策
定

に
も
注
力
し
て
い
る
。

問 

鳥
獣
被
害
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
農
地
な
ど
に
隣
接

す
る
放
任
果
樹
の
伐
採
や
薮

刈
り
が
重
要
と
考
え
る
。
個

人
で
の
対
応
が
難
し
い
場
合

で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
策
や

展
開
が
有
効
と
考
え
る
か
。

答 

町
長

農
地
や
民
家
に
隣
接
す
る

放
任
果
樹
の
伐
採
は
、
誘
発

要
因
を
取
り
除
く
有
効
手

段
。
地
権
者
や
地
域
、
行
政

が
情
報
の
交
換
や
共
有
を
図

り
な
が
ら
知
恵
を
出
し
合
い

対
応
す
べ
き
と
考
え
る
。
現

在
、
サ
ル
の
対
策
と
し
て
柿

の
木
な
ど
の
伐
採
に
関
し
意

向
調
査
を
行
い
、
被
害
対
策

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

問 

仕
事
と
学
び
複
合
施
設

「
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
」
の

利
用
状
況
や
取
り
組
み
の
成

果
、
課
題
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

答 

町
長

11
月
30
日
時
点
で
、

１
４
６
５
名
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。
津
田
塾
大
学
生
と

住
田
高
校
生
に
よ
る
交
流
会

や
各
種
講
演
会
な
ど
を
開

催
。
成
果
は
、
商
工
会
と
の

共
催
に
よ
る
起
業
相
談
会
を

開
催
し
、
起
業
に
向
け
た
準

備
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
な

ど
が
あ
る
。
平
日
の
利
用
者

増
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
２

名
の
募
集
採
用
が
課
題
と
な

る
。

問 

施
設
の
さ
ら
な
る
利
活

用
策
な
ど
今
後
の
展
望
や
計

画
は
ど
う
か
。

答 

町
長

学
生
な
ど
が
町
外
の
様
々

な
人
材
と
つ
な
が
り
を
持
て

る
場
所
を
創
出
す
る
た
め
、

年
度
内
に
「
多
彩
な
キ
ャ
リ

ア
と
働
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
す
る
予
定
。
新
た
な
価

値
観
や
発
想
、
多
様
な
働
き

方
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
を

図
る
。
今
後
は
、
戦
略
策
定

を
行
い
「
オ
フ
ィ
ス
棟
」
を

活
用
す
る
事
業
体
を
誘
致
す

る
た
め
の
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
企

業
訪
問
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
を
考
え
て
い
る
。

△  町外居住者を対象とした「滞在体験
棟Ａ（１～2名）」。最低１か月の利
用から。料金は３万円。町内移住へ
の契機として期待が寄せられている

問	イコウェルの活かし方は
答 	事業体誘致へ企業訪問

　鳥獣対策には住民
と行政がより一体と
なって協力して取り
組まなければなりま
せん。

問	
鳥
獣
対
策
に
放
任
果
樹
伐
採
を

答	
柿
の
木
伐
採
の
意
向
調
査
へ

水
みず

野
の

　正
まさ

勝
かつ

 議員

※
農
地
中
間
管
理
事
業
と
は

　
農
地
を
貸
し
た
い
人
か

ら
借
り
受
け
、
ま
と
ま
り

の
あ
る
形
で
担
い
手
農
家

に
貸
し
付
け
る
制
度
。
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町
の
課
題
解
決
に
向
け
て

町
の
課
題
解
決
に
向
け
て

　
　
２
年
間
の

　
　
２
年
間
の

総
務
、
財
政
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
な
ど
に
関
す

る
事
務
や
事
業
の
調
査
活

動
を
行
い
ま
す
。
総
務
や

民
生
な
ど
に
関
連
す
る
請

願
や
陳
情
の
審
査
も
当
委

員
会
が
担
当
し
ま
す
。

担
当
部
門

　

・
総
務
課

　

・
税
務
課

　

・
町
民
生
活
課

　

・
企
画
財
政
課

　

・
保
健
福
祉
課

　

・
教
育
委
員
会

活
動
事
項

高
齢
者
の
移
動
手
段
策
。

活
動
期
間

令
和
７
年
９
月
30
日
ま

で
。

活
動
事
項
の
選
定
理
由

① 

人
口
減
少
と
高
齢
化
が

進
む
当
町
で
は
、
開
業

医
や
食
料
品
店
の
閉
鎖

が
相
次
い
で
い
る
。

② 

運
転
免
許
を
返
納
し
た

高
齢
者
や
返
納
を
予
定

し
て
い
る
住
民
に
と
っ

て
、
公
共
交
通
の
あ
り

方
や
交
通
支
援
策
は
、

重
要
な
関
心
事
で
あ
り

課
題
で
あ
る
。

当
町
の
現
状
を
検
証

し
、
高
齢
者
が
暮
ら
し
や

す
い
移
動
手
段
の
あ
り
方

を
調
査
研
究
す
る
。

活
動
内
容

① 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
、
デ
マ
ン
ド

交
通
、
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

な
ど
地
域
交
通
シ
ス
テ

ム
の
調
査
研
究
。

② 

フ
リ
ー
パ
ス
や
タ
ク

シ
ー
券
支
給
に
よ
る
高

齢
者
な
ど
へ
の
支
援
策

の
調
査
研
究
。

活
動
方
法

① 

担
当
課
及
び
関
係
者
と

の
意
見
・
情
報
交
換
。

② 

事
例
調
査（
行
政
視
察
）

委
員
長
の
抱
負

高
齢
者
へ
の
交
通
支
援

は
、
将
来
さ
ら
に
必
要
性

が
高
ま
る
町
の
重
要
課

題
。
地
域
住
民
の
利
便
性

を
図
る
た
め
、
調
査
と
研

究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
長　
　

荻
原　
　

勝

副
委
員
長　

阿
部　

祐
一

委
員　
　
　

瀧
本　

正
德

　
　
　
　
　

佐
々
木
初
雄

　
　
　
　
　

金
野　

千
津

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

佐
々
木
春
一

町
政
調
査
会
は
、
町
政

の
発
展
に
寄
与
し
、
議
員

相
互
の
親
睦
及
び
融
和
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
議
員
全
員
で
構
成
さ

れ
る
組
織
で
す
。

町
政
に
関
す
る
研
修
会

や
研
究
調
査
、
そ
の
他
会

の
目
的
達
成
の
た
め
の
活

動
を
行
い
ま
す
。

活
動
計
画

① 

町
政
や
議
会
活
動
の
研

修
会
開
催
。

② 

住
民
と
議
員
と
の
懇
談

会
開
催
。

③ 

町
内
外
諸
団
体
な
ど
と

の
交
流
研
修
会
開
催
。

会
長
の
抱
負

議
会
の
役
割
と
あ
り
方

を
自
覚
し
な
が
ら
、
積
極

的
な
姿
勢
で
、
全
議
員
が

町
政
発
展
の
た
め
の
活
発

な
調
査
・
研
究
な
ど
が
進

む
活
動
に
し
た
い
。

会
長　
　
　

瀧
本　

正
德

副
会
長　
　

村
上　
　

薫

理
事　
　
　

高
橋　
　

靖

　
　
　
　
　

荻
原　
　

勝

監
事　
　
　

佐
々
木
初
雄

　
　
　
　
　

金
野　

千
津

改
選
後
、
令
和
５
年
10
月
２
日
よ
り
、
新
し
い
体
制
と
な
っ

た
３
つ
の
常
任
委
員
会
と
町
政
調
査
会
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
12
月
議
会
で
は
、
各
組
織
ご
と
に
所
管
事
務
調

査
の
内
容
や
計
画
が
、
定
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

 

【
総
務
教
民
常
任
委
員
会
】

議
会
活
性
化

 

【
町
政
調
査
会
】

荻原 　勝 議員

瀧本　正德 議員

調
査
開
始
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農
政
、
林
政
、
商
工
、

観
光
、
建
設
、
簡
易
水
道
、

下
水
道
な
ど
に
関
す
る
事

務
や
事
業
の
調
査
活
動
を

行
い
ま
す
。
産
業
や
経
済

に
関
連
す
る
請
願
や
陳
情

の
審
査
も
当
委
員
会
が
担

当
し
ま
す
。

担
当
部
門

　

・
農
政
課

　

・
林
政
課

　

・
建
設
課

　

・
農
業
委
員
会

活
動
事
項

地
域
資
源
を
活
用
し
た

特
産
品
開
発
。

活
動
期
間

令
和
７
年
９
月
30
日
ま

で
。

活
動
事
項
の
選
定
理
由

① 

地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
た
な
商
品
の
開
発
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

② 

地
場
産
品
の
付
加
価
値

を
高
め
、
新
た
な
収
益

力
の
強
化
に
つ
な
げ
、

人
口
対
策
と
所
得
向
上

に
つ
な
げ
る
。

当
町
の
現
状
を
検
証

し
、
持
続
的
な
成
長
、
町

の
未
来
に
向
け
た
調
査
や

研
究
を
実
施
す
る
。

活
動
内
容

① 

地
域
資
源
を
活
用
し
た

新
た
な
商
品
の
開
発
に

係
る
調
査
研
究
。

② 

リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
や

所
得
向
上
に
つ
な
が
る

付
加
価
値
の
向
上
に
係

る
調
査
研
究
。

③ 

産
業
の
創
出
や
新
た
な

観
光
資
源
へ
の
活
用
に

係
る
調
査
研
究
。

活
動
方
法

① 

担
当
課
及
び
関
係
者
と

の
意
見
、
情
報
交
換
。

② 

事
例
調
査（
行
政
視
察
）

委
員
長
の
抱
負

地
域
資
源
の
付
加
価
値

を
高
め
、
新
た
な
商
品
開

発
や
観
光
資
源
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

委
員
長　
　

佐
々
木
信
一

副
委
員
長　

高
橋　
　

靖

委
員　
　
　

水
野　

正
勝

　
　
　
　
　

菊
池　
　

孝

　
　
　
　
　

林
﨑　

幸
正

　
　
　
　
　

村
上　
　

薫

議
会
広
報
紙
「
す
み
た

議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
、

発
行
を
担
当
し
ま
す
。
紙

面
の
充
実
と
住
民
参
加
に

よ
り
、
読
者
に
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

活
動
事
項

「
す
み
た
議
会
だ
よ
り
」

の
編
集
、
発
行
。

編
集
方
針
「
次
も
読
み

た
く
な
る
、
住
民
に
身
近

な
議
会
広
報
を
目
指
し

て
」
の
実
現
。

活
動
期
間

令
和
７
年
９
月
30
日
ま

で
。

活
動
内
容

① 

年
４
回
（
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
定
例
会
）

の
発
行
。

② 

企
画
や
編
集
技
術
向
上

の
た
め
の
研
修
会
参
加
。

③ 

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞

歴
の
あ
る
他
自
治
体
議

会
へ
の
研
修
視
察
。

委
員
長
の
抱
負

議
会
広
報
は
、
住
民
と

議
会
の
橋
渡
し
役
で
す
。

議
会
の
決
定
事
項
や
課

題
、
議
員
活
動
を
丁
寧
に

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。

委
員
長　
　

水
野　

正
勝

副
委
員
長　

荻
原　
　

勝

委
員　
　
　

阿
部　

祐
一

　
　
　
　
　

村
上　
　

薫

　
　
　
　
　

瀧
本　

正
德

　
　
　
　
　

金
野　

千
津

活動計画を策定
積極的な施策提案を目指す

地
場
産
品
に
付
加
価
値
を

 

【
産
業
経
済
常
任
委
員
会
】

親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り

 

【
広
報
編
集
常
任
委
員
会
】

佐々木信一 議員

水野　正勝 議員

すみた議会だより　第184号すみた議会だより　第184号
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議会では、町内の各自治公民館と共催で「住民と議員との懇談会」を毎年開催しています。
今回は、令和５年11月22日から12月12日までの期間、町内６会場で開催。出席された住民の方々
からは、様々なご質問・ご意見・ご要望をいただきました。その主な項目についてお知らせい
たします。

地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
意
見

地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
意
見

月山・外舘 地区 撤去か再整備か
経年劣化の史跡看板

△  多くの出席者数となった中井公民館 △  松日橋の史跡案内看板

中井（大股） 地区 買い物・通院不安
公共交通のあり方検討

Ｑ 松日橋などの史跡を紹介する看板の根元
が、腐ってきている。どう対応すべきか。
Ａ 町の予算や寄付により設置した経緯があ
る。地域や守る会で維持管理を担ってきたと
捉えるが、関係者と協議をし、対応を検討し
ていきたい。
その他
・シルバー人材センターの人材確保
・名代沢川護岸工事の進捗
・農業の振興や担い手
・議員定数と議員報酬　　など

参
加
者
の
ひ
と
こ
と

水
田
の
維
持
・
管
理
を
若
い

人
た
ち
が
不
安
な
く
引
き
継
げ

る
仕
組
み
づ
く
り
を
。

農
業
待
っ
た
な
し
！

吉
よし

田
だ

　洋
よう

一
いち

 さん
（下有住字十文字）

要望　
・公共交通のあり方を検討してほしい。
・�廃校舎を高齢者のグループハウスにするな
ど有効的な利活用策を。
・�栗木鉄山跡付近でも携帯電話を使えるよう
取り組んでほしい。
その他
・鳥獣被害対策
・遊林ランド種山の有効活用
・大股川の水質
・空き家問題　　など

参
加
者
の
ひ
と
こ
と

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
中
井

ま
で
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
住

民
の
利
便
性
に
合
っ
た
路
線
の

延
長
を
お
願
い
し
ま
す
。

遠
えん

藤
どう

　好
たか

代
よ

 さん
（世田米字中井）

すみた議会だより　第184号すみた議会だより　第184号
令和６年１月12日令和６年１月12日
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住民と議員との懇談会
東　峰 地区 自主防災組織強化

防災士との協力体制

△  老朽化により取り壊しとなる旧JRバス宿舎 △  活発な議論が交わされた東峰公民館

愛　宕 地区 旧JRバス宿舎解体
周辺施設と一体的活用

住
民
の
提
言
を
町
政
に

住
民
の
提
言
を
町
政
に

要望　
・�一人でも多くの役場職員に町内で暮らして
ほしい。
・�防災士の育成や協力体制づくりで自主防災
組織の強化を。
・�きめ細やかな町独自の鳥獣被害対策も検討
してほしい。
その他
・ 太陽光施設の将来不安（土地転売や施設廃

棄問題など）
・観光振興
・う回路となる町道の改良整備や拡幅
・新白石トンネル事業の進捗　　など

参
加
者
の
ひ
と
こ
と

大
雨
洪
水
時
の
避
難
に
不
安

が
あ
り
ま
す
。
橋
を
渡
る
必
要

の
な
い
避
難
所
の
設
置
も
検
討

し
て
ほ
し
い
で
す
。

Ｑ 町有建物である旧JRバス宿舎の取り壊
しの予定やその後の利活用策はどうか。
Ａ いずれ取り壊すこととなっている。周辺
の施設も併せて一体的に活用する考えを町は
持っている。
その他
・昭和橋の架け替え工事進捗
・種山森林公園一帯の飲用水
・サルの追い払い
・ 気仙川のかさ上げや橋の架け替え計画の見

通し　　など

参
加
者
の
ひ
と
こ
と

　

家
の
す
ぐ
近
く
ま
で
サ
ル
が

来
て
柿
を
食
べ
て
い
ま
す
。
駆

除
も
含
め
た
抜
本
的
な
対
策
も

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

山
やま

内
うち

　繁
しげ

男
お

 さん
（世田米字松ヶ平）

西
にし

山
やま

　昭
あき

彦
ひこ

 さん
（世田米字清水沢）

すみた議会だより　第184号すみた議会だより　第184号
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町
民
と
一
緒
に
取
り
組
む

下　在 地区 井戸の共同整備
３軒以上から補助金

火の土 地区 補聴器へ補助を
難聴改善で認知症予防

懇談会を全６回実施
開催日 自治公民館

出席者数

男 女 計

11月22日 月山・外舘公民館 8 1 9

11月24日 中井公民館 8 7 15

11月27日 東峰公民館 11 2 13

11月30日 愛宕公民館 4 1 5

12月９日 下在公民館 8 3 11

12月12日 火の土自治公民館 8 2 10

合　　計 47 16 63
△  地域住民によって維持管理が行われている火

の土地区内の町道未舗装区間。舗装化を望む
意見も寄せられた

Ｑ 飲食事業を考えているが、湧水では保健
所の許可がでない。当地区に町水道を整備し
てほしい。
Ａ 受益者や採算性、水源を考慮して簡易水
道を整備してはどうか。共同による井戸水の
整備もある。滅菌施設の設置により安全な飲
料水となる。補助金制度を活用してほしい。
その他
・当地区へのスクールバス運行
・訪問介護すみちゃんの事業展開
・防犯灯要望の仕組み　　など

参
加
者
の
ひ
と
こ
と

　

普
段
困
っ
て
い
る
こ
と
を
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。
自
分
以
外
の

方
か
ら
、
自
分
が
気
づ
い
て
い

な
い
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

村
むら

上
かみ

さゆり さん
（世田米字窪田）

要望　
・�当地区内の道路環境や維持管理を改善して
ほしい。
・�建築してまだ10年以内の町有建物が、外
壁補修を必要としている。今後のあり方も
含め検討していくべき。
・補聴器の補助金制度を進めてほしい。
・給付型の奨学金制度を。
その他
・林道整備
・サル被害への不安　　など

参
加
者
の
ひ
と
こ
と

　

子
ど
も
た
ち
が
大
学
を
卒
業

す
る
ま
で
、
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
よ
う
な
町
の
支
援
を

考
え
て
欲
し
い
で
す
。

佐
さ

藤
とう

　浩
ひろ

美
み

 さん
（下有住字火の土）

すみた議会だより　第184号すみた議会だより　第184号
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令和５年度から
すべての保育料が無料に

その後

保育料の 
負担軽減を

　子育て支援策は、次世代育成への投資である。
保育料の負担軽減をどのように捉え、今後の子
育て支援に生かしていく考えか。

追跡レポート�
一般質問その後

質　問

△ 保護者が安心して子育てできる環境を整備

　

議
員
が
行
う
質
問
や

提
言
が
、
町
政
に
ど
う

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

　
こ
れ
ま
で
の
質
問
の
中

か
ら
一
部
を
取
り
上
げ
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か

追
跡
し
て
み
ま
し
た
。

国に先駆け 
３歳児以上無料

　本町では、平成27年度より、国に先駆けて３
歳児以上の保育料を無料としている。さらに子
育て世帯のきめ細かい支援として、未満児の第
２子の保育料は半額、第３子以降は無料として
いる。

答　弁

山内 紀
のり

子
こ

さんと希
き お

旺くん親子
世田米字川向

　上の子は３歳、下の子は１歳です。
今年も、下の子の入園で保育料がかか
り大変だなと思っていました。今年度
から無料になり、とても助かります。
素直にうれしいです。

保
護
者
の
声

保育料を無料へ保育料を無料へ

すみた議会だより　第184号すみた議会だより　第184号
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で
交
流
で
き
る
場
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
へ
は
、
今
回
の
町
議

会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
で

す
。
一
町
民
と
し
て
選
挙
権

を
行
使
で
き
な
か
っ
た
こ
と

は
、
残
念
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
登

場
し
て
い
た
だ
く
企
画

に
な
り
ま
す
。
町
や
議

会
に
対
し
て
の
意
見
、

活
動
を
通
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
の
想
い
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
５
月
30

日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
仕

事
と
学
び
複
合
施
設
イ
コ

ウ
ェ
ル
す
み
た
」
の
管
理

運
営
を
し
て
い
る
地
域
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
関
博
充
さ
ん
に

最
近
の
状
況
な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

林
業
・
建
築
関
係
者
の
交
流
を

震災教育の拠点としても期待が寄せられているイコウェルすみた震災教育の拠点としても期待が寄せられているイコウェルすみた

関
せき

　博
ひろ

充
みつ

さん
（世田米字川向）

住
田
町
へ
移
住
の

き
っ
か
け
は
。

仙
台
で
働
い
て
い
ま

し
た
が
岩
手
に
戻
り
、

以
前
、
三
陸
ジ
オ
パ
ー
ク
で

係
わ
り
が
あ
っ
た
住
田
町
の

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
応
募
し
、
移
住
に

至
り
ま
し
た
。

住
田
町
の
印
象
や
魅

力
を
ど
の
様
に
感
じ

て
い
ま
す
か
。

滝
観
洞
は
、
龍
泉
洞

と
違
っ
た
探
検
感
が

あ
り
、
非
日
常
を
味
わ
え
ま

す
。
松
日
橋
は
、
ザ
マ
ザ
や

ワ
イ
ヤ
ー
を
使
い
気
仙
川
と

人
の
暮
ら
し
の
中
で
上
手
く

自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け
て

い
ま
す
。

　

役
場
近
く
に
は
木
製
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
あ
る
な
ど
、

自
然
と
の
共
生
か
ら
も
魅
力

や
面
白
さ
が
沢
山
あ
る
町
と

感
じ
て
い
ま
す
。

「
イ
コ
ウ
ェ
ル
す
み
た
」

の
現
状
と
課
題
は
。

町
民
に
も
認
知
さ
れ
、

中
・
高
生
や
一
般
の

人
に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
さ
れ
る
方

も
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
施
設
の
目
的
で

あ
る
町
内
定
住
率
の
向
上
で

す
。
新
た
な
働
き
方
や
仕
事

と
学
び
を
通
じ
て
施
設
利
用

者
と
町
の
人
が
出
会
う
機
会

を
つ
く
る
調
整
力
を
い
か
に

高
め
て
い
く
か
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
施

設
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
の

早
期
確
保
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

今
後
の
活
動
や
町
、

議
会
へ
の
想
い
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

林
業
の
盛
ん
な
町
な

の
で
、
そ
の
特
色
を

生
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ニ
ュ
ー
を
作
り
、
林
業
や
建

築
の
関
係
者
が
、
こ
の
施
設

ＡＡ ＱＱ

Ａ Ｑ

ＱＡ

すみた想い人⑭

津田塾大生による町内児童とのグループ学習津田塾大生による町内児童とのグループ学習

すみた議会だより　第184号すみた議会だより　第184号
令和６年１月12日令和６年１月12日

18



議会を傍聴しよう！
　町議会は誰でも傍聴でき
ます。次の３月議会の予定
は下表のとおり。
　生活改善センター議会棟
の入口から案内に従って傍
聴席へお入りください。

令和５年12月
議会の傍聴者は

2222人人でした。

住田テレビ放映住田テレビ放映 もどうぞ
　本会議や一般質問の模様は、
住田テレビの「議会放送」でも
ご覧いただけます。
　放映時間は午後６時からです。

３月議会は
日 月 火 水 木 金 土
2/25 26 27 28 29 3/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

一般質問 本会議

本会議予算審査

議
会
傍
聴
を
終
え
て

12
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
町
女
性
団
体
連
絡
協

議
会
（
木
村
智
子
会
長
）

役
員
の
傍
聴
が
あ
り
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

先
の
町
議
会
議
員
選
挙

で
、
初
の
女
性
議
員
誕
生

も
あ
り
、
町
民
の
議
会
や

町
政
へ
の
関
心
が
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
自
分
た

ち
が
住
む
町
で
、
よ
り
良

く
暮
ら
し
て
い
く
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
、
傍
聴

を
通
し
て
考
え
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▽
質
問
項
目

問
１  

傍
聴
し
て
の
感

想
は

問
２ �

初
の
女
性
議
員

に
期
待
す
る
こ

と
は

問
３ �

議
会
や
町
に
望

む
こ
と
は　

�答１�   初めての議会傍聴でしたが、質疑応
答がこんなに大変なものかと驚きま
した。

�答２�   女性議員の今までの経験と知識を生
かし、町民の声を取りまとめ、町政
に届けることを期待します。

�答３�   町民が健やかに安心して過ごせる町
になるようにしてくれることを望み
ます。

女性ならではの視点
�答１�   議員それぞれの議会に臨む姿勢

を間近に見ることができました。
�答２�   女性ならではの視点で質問をさ

れていて、とても良かったです。
やはり、議会には男性も女性も
必要だと感じました。

�答３�   高齢者が住みやすい町、子ども
達が住み続けたいと思う町にし
てほしいです。

幸せを感じられる町を
�答１�   女性の目線でないと気が付かな

い細やかな質問で、とても共感
できました。

�答２�   高齢者や子ども達、子育て世代
に優しい町づくりを期待します。

�答３�   町民が幸せを感じられて、老後
も暮らしやすい町づくりを望み
ます。

菊
きく

田
た

 洋
よう

子
こ

 さん
（副会長）
下有住字奥新切

紺
こん

野
の

 和
かず

枝
え

 さん
（副会長）
上有住字新田

及
おい

川
かわ

恵
え

美
み

子
こ

 さん
（事務局）
上有住字八日町

�答１�   町の課題が明確になり、自分達でも
取り組んでいけそうな希望が持てま
した。

�答２�   身近な課題をきちんと汲み上げて、
暮らしやすい町を創る努力をしてい
ただけること。

�答３�   様々な制約があるとは思うが、現状
や課題をできるだけ発信し続けてほ
しいです。

木
き

村
むら

 智
とも

子
こ

 さん
（会長）
上有住字恵蘇

現状や課題の発信を 健やかに安心な町へ
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の
プ
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を
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が
大
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広報編集常任委員会
発行責任者	 議　　長	 佐々木　春　一
	 委 員 長	 水　野　正　勝
	 副委員長	 荻　原　　　勝
	 委　　員	 阿　部　祐　一
	 	 村　上　　　薫
	 	 瀧　本　正　德
	 	 金　野　千　津

　住田町の子どもたちが　住田町の子どもたちが

将来の夢を語る将来の夢を語る
コーナーです。コーナーです。
　自薦・他薦も大歓迎。申し　自薦・他薦も大歓迎。申し
込みをお待ちしています。込みをお待ちしています。

12月22日、この日の有住保育園は子どもたちが作っ
た飾りや、ツリーでクリスマスムード一色。子どもた
ちは海外のクリスマスの風習を学んだあと、歌を歌っ
たり、先生の出し物で大盛り上がり。その中、園長先
生から「優しさ」についてのお話が。優しさとはどう
いうことか、子どもたちは真剣にそのお話を聞いてい
ました。最後はサンタさんからプレゼントをもらい、「サ
ンタさん、ありがとう」と優しさと笑顔あふれる素敵
なクリスマス会になりました。

表紙の写真表紙の写真
▼明けましておめでとうございます。議会だよりは、

“住民と議会を結ぶ”広報紙として、親しみのある

紙面づくりに努めて参りますので、本年もよろしく

お願いいたします。▼12月議会では、多くの方々に

傍聴に来ていただきました。物価高に係る町民の暮

らしや事業者の営業を支援する補正予算の内容や「町

民と議員との懇談会」で交わされた内容を取り上げ

ました。ご感想をお待ちしております。

委員　阿 部 祐 一編集後記

ぼくの将来の夢は、ラーメン屋さん
になることです。ぼくは料理を作ること
が好きなのでおいしいラーメンやチャー
ハンを作りたいです。お母さんにも食べ
させたいです。お客さんが喜んで食べて
くれるようなラーメン屋さんになりたい
と思います。

私の夢は、ウエディングプランナー
です。いろいろな人の大事なことにたず
さわることができ、プラン次第ではたく
さんの人を笑顔にする手助けができるか
らです。また、計画をした私までうれし
くなり、笑顔になるこの仕事は、すごく
すてきだと思います。

世田米小学校６年

菊
きく
池
ち
　真

しん
多
た

（世田米字赤畑）

有住小学校６年

宮
みや
崎
ざき
　那

な こ
香

（世田米字鉢ヶ森）

有住保育園有住保育園
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